
項 ⽬ 内 容

名称 カバノアナタケ、チャーガ [英]Chaga、Charga [ 学 名 ]Inonotus Obliquus  

(Ach. ex Pers.) Pilat、Fuscoporia Obliqua (Ach. ex Pers.) Aoshima、Boletus  

obliquus ach ex pers. 、 Polyporus obliquus (Ach. ex Pers.) Fr. 、 Fomes  

obliquus (Ach. ex Pers.) Cooke、Phellinus obliquus (Ach. ex Pers.) Pat.

概要 カバノアナタケは、極寒地帯のロシアや北欧の⼭林中の⽩樺の⽊に寄⽣するキノコ

である。煎じて抽出したものが茶として利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・菌核︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・多糖類 (β-グルカン) 、ステロール類、テルペノイド (lupanes、lanostanes)  

(101) (102) (1991151651) などを含む。

分析法 ・ステロール、ルパン、ラノスタンをGCにより分析した報告がある (101) (102)

。

有効性

ヒ

ト

で

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。



の

評

価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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